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先生方の主な疑問・不安
Q１：指導案のどの部分をデジタルによる学習指導で置
き換えて授業を行えばよいのか？
Q２：そもそも従来のアナログ型の授業をどのようにして
改善したらよいか？
Q３：タブレット端末を活用した授業をどのような手順で
具現化していけばよいか？

すべての先生がタブレット端末を活用した授業が
できるようにするためにはどうすればよいか？

学校現場の現状、先生方の現状・実態
教員の大幅な異動があり、全教員の２５％超がタブレッ
ト端末の未経験者や初心者 （75%は経験者）

←その疑問の答えが集約されている



【結論】
◆授業モデル、実践事例があること
◆簡単な操作から複雑な操作へ
◆短い操作から長い操作へ
◆①→②→③という流れで授業の
導入・展開・終末と関連付けながら実技
を伴う職員研修等を進めていく。
◆実践をサポートする指導教員がいる

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？



学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？
【タブレット端末操作をマスターするための指導手順】

【手順①】→導入部分
教師用タブレット端末のみを使用して大型モニター(または児童用タ
ブレット)に映し出す資料提示
◆絵画や書写の参考作品やアンケート結果の提示などの具体的活
用の例示、授業の導入部分で活用できることの理解
※初めてタブレット端末を扱う先生方には、まず教師から児童生徒
への一方向の提示①ができるように働きかけていけば良い。

参考作品の提示 動画による筆さばきの提示 アンケート結果の提示



【手順②】→終末部分
児童生徒が取り組むデジタルドリルなどの活用
◆教師はデジタルドリルの問題内容を確認して児童生徒に指示を出
すだけ（補充指導でも活用できる）
◆授業の終末部分で学習したことが定着しているか確認として活用
※教師は授業内容とドリル内容を確認して指示を出すだけで、教師
用タブレット端末で結果を集約する。採点の手間が省けること、その
分で個別指導ができるメリットを実感させる。

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

適用指導でのデジタルドリルの活用



【手順③】→展開部分
授業の展開部分での双方向型での活用(ロイロノートを活用して)

◆教師から児童生徒へ
◆児童生徒間
◆児童生徒から教師へ のデータのやりとりを行う。
※これが最も複雑な操作スキルが必要だが、慣れるとそうでもない
ことを実感させる。

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

グループ内での協働的な学び 全体での協働的な学び



令和３～５年度
職員研修の概要

～「教育の情報化」に伴う
デジタル化への対応～



発達段階に応じたアナログとデジタルの配分（目安）

アナログと
デジタルの
バランス
（目安）

【低学年】
１年生 ２年生

【中学年】
３年生 ４年生

【高学年】
５年生 ６年生

デジタル
学習指導

アナログ
学習指導

タブレット端末
の活用程度
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可



アナログによる
学習指導

デジタルによる
学習指導

児童生徒の
学習状況

（基礎基本の定着
度、活動内容等）

授 業

補 充
指 導

家 庭
学 習

順
序
性
・
組
み
合
わ
せ
方

教師は、子どもの学習状況からアナログとデジタルによる学習指導の使い分け方を判断する

学習場面におけるアナログとデジタルの使い分け方

学習場面

指導方法

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

基礎基本の定着

基礎基本の定着

定着の確認、習熟

定着の確認、習熟

定着の確認、習熟

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

基礎基本の定着

選択・順序・
組合せ方

選択・順序・
組合せ方

選択・順序・
組合せ方



タブレット端末を
活用した授業モデル



授業：学習場面に応じたICT活用事例（文科省資料）

A 一斉学習 B 個別学習 C 協働学習

挿絵や写真等を拡
大・縮小、画面へ
の書き込み等を活
用して分かりやす
く説明することによ
り、子どもたちの興
味・関心を高める
ことが可能となる。

A１：教員による教
材の提示

デジタル教材などの活用によ
り、自らの疑問について深く調
べることや自分に合った進度
で学習することが容易となる。
また、一人一人の学習履歴を
把握することにより、個々の理
解や関心の程度に応じた学び
を構築することが可能となる。

B1：個に応じる学習

B2：調査活動

B3：表現・制作

B4：家庭学習

タブレットPCや電子黒板を活

用し、教室内の授業や他地
域・海外の学校との交流学習
において子ども同士による意
見交換、発表などお互いを高
め合う学びを通じて、思考力、
判断力、表現力などを育成す
ることが可能となる。

C1：発表や話し合い

C2：協働での意見整理

C3：協働制作

C4：学校の壁を越えた学習

①デジタルドリルを活用する際は、その内容や使用場面を十分検討する（授業の一部、自宅等での学習等）
②子供たちの学習状況を把握し、個別の学習支援につなげるとともに、子供が自ら学習の改善につなげられるようにする

A２：教員と子ども
全員によるまとめ



つかむ

見通す

調べる・考える

深める

まとめる

振り返る

学習過程 授業づくりでの活用のポイント

課題解決型学習過程におけるタブレット活用の授業モデル

A 一斉学習

B 個別学習

C 協働学習

A 一斉学習

（B 個別学習）

学習形態・場面

A１：教員による
教材の提示

B1：個に応じる学習

B2：調査活動

B3：表現・制作

C1：発表や話し合い

C2：協働での意見整理

C3：協働制作

C4：学校の壁を
越えた学習

B4：家庭学習

appleTV等を

活用して大型モニ
ターで提示

ノート、付箋等をロイロノートで提出

タブレットを使って考えを相互説明

全体で説明、デジタルドリルで確認



授業における学習過程と学習形態との関係

つかむ・見通す 調べる・考える 深める まとめる・振り返る

【学習過程】

【学習形態の基本的な展開】

A 一斉学習 B 個別学習 C 協働学習 A 一斉学習

主体的・対話的で深い学び



【低学年編】
【FAQ】よくある質問と答え
Q１：1，2年生を対象にした授業ではどのように
タブレット端末を活用すればよいか？



授業におけるタブレット端末活用の場面（例）
文部科学省「情報教育の推進等に関する調査研究」で示されている「情報活用能
力の体系表例」です。これは、学習者の情報活用能力を五つのステップに分け、
各々でどのようなことが求められているかを体系化したものです。タブレットを本格
的に使っていこうという低学年は、ステップ1にあたります。ステップ1でタブレットの
操作に求められる技能（以下、タブレット技能）は、次の三つです。
•コンピュータの起動や終了、写真撮影などの基本操作
•電子ファイルの呼び出しや保存
•画像編集・ペイント系アプリケーションの操作

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1400796.htm
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/16/1416859_02.pdf


授業におけるタブレット端末活用の場面（例）
文部科学省「情報教育の推進等に関する調査研究」で示されている「情報活用能
力の体系表例」です。これは、学習者の情報活用能力を五つのステップに分け、
各々でどのようなことが求められているかを体系化したものです。タブレットを本格
的に使っていこうという低学年は、ステップ1にあたります。ステップ1でタブレットの
操作に求められる技能（以下、タブレット技能）は、次の三つです。
•コンピュータの起動や終了、写真撮影などの基本操作
•電子ファイルの呼び出しや保存
•画像編集・ペイント系アプリケーションの操作

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1400796.htm
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/16/1416859_02.pdf


2022年度実践
【授業編】算数科①
課題解決型の学習過程

ロイロノート及び
デジタルドリルの活用

◆6月21日（火）3年算数科
（兼1年目初任研授業）



３年2組 算数科「たし算とひき算」 2022年06月21日

A１：教員による教材の提示

子どもたちの考えをロイロで集約する

先生のタブレット端末
へ写真を送信する

ワークシートに自分の考えを手書
きしてまとめる→写真に撮る

つかむ 見通す 調べる・考える

◆つかむ→見通す→考える で活用

デジタルドリルに内蔵された映像を活用して既習
内容を振り返る際に活用。

めあて設定、考える方法を見通した後、自分の考
えをワークシートに手書きでまとめる。タブレット
端末カメラで写真に撮り、教師用タブレット端末に
送信する。今後は、個別学習で考えたことを教師
用タブレット端末に集約する意図を明確にする必
要がある。学習記録、評価との兼ね合いで検討

B1：個に応じる学習

既習内容をデジタルドリル
の動画資料で想起する



◆深める→まとめる→適用問題 で活用

まず、グループ内の一人一人の考えをタブレ
ット端末を使って説明し合う。次にグループで
まとめた考えを大型モニターに映し出して学級
全体で発表し確認する。最後に本時で学習し
た2回繰り下がりのある問題をデジタルドリル

を活用して解かせる。採点はデジタルドリルが
行い、その達成状況は自動集計され記録・保
存できる。

深める まとめる

本時の学習を振り返り
ながらまとめる

グループ内で個の考えを共有し、グループとしての
考えをまとめる。→学級全体で共有して深める

B1：個に応じる学習

C2：協働での意見整理 C1：発表や話し合い A２：一斉学習でのまとめ

（適用学習）

デジタルドリルで適用問題に取り組む

３年2組 算数科「たし算とひき算」 2022年06月21日



2022年度実践
【授業編】算数科②

終末の適用問題としての活用

デジタルドリルの活用
◆6月28日（火）4年算数科

（兼1年目初任研授業）



◆適用問題でのデジタルドリルの活用 ※算数少人数指導＋デジタルドリルの活用の実践
本時の終末部分で学習した2けた÷2けたのわり算の問題をデジタルドリルを活用して解か
せる。採点はデジタルドリルが行い、その達成状況は自動集計され記録・保存できる。

４年１組 算数科「2けたでわるわり算」 2022年06月28日
B1：個に応じる学習

デジタルドリルでの適用問題を指示

算数科少人数指導 デジタルドリルで適用問題に取り組む児童タブレット準備



2023年度実践
【授業編】算数科③
導入：資料提示（AppleTV）
展開：ノート写真の送信（ロイロ）
終末：適用問題（デジタルドリル）

◆6月27日（火）2,3,4年算数科









終


